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対象自治体における業務委託状況の整理・分析を行
い、県北ブロックの下水道事業における広域化・共同
化推進の可能性について、自治体の意向と合わせ把
握、整理した。

複数自治体で共通する受託事業者を把握、整理する
こと等により、民間事業者の視点等から広域化・共同
化有望案件を抽出した。
複数自治体で共通する受託業者（１市４町の13社）へ
市場調査を実施し、過半数の企業が共同発注に関心
があること等の共同発注への意向、課題を整理した。

次年度以降の広域化・共同化検討・推進項目や体制
等について整理を行うとともに短中期及び中長期の
取り組みをまとめたロードマップを作成した。

４．今後の展望

１．背景・目的

県下中小自治体における下水道整備・管
理運営は、人口減少・少子高齢化や施設
老朽化、職員不足等などの課題を抱えて
おり、持続可能な下水道管理運営システ
ムを再構築することが求められている。
県北ブロックにおいて、複数自治体連携に
よる広域化や業務の包括化、共同発注の
可能性等の検討や導入に向けた協議を
行うことを目指す。

表 平成30年度プラットフォーム（勉強会）、調査内容

協議・調査日時 協議・調査内容 参加団体

７月20日
第１回勉強会

・広域化・共同化有望案件の抽出、整理、共有
・広域化・共同化に向けた検討意向の確認

•大崎市
•色麻町
•加美町
•涌谷町
•美里町

オブザーバー

•登米市
•栗原市
•松島町

８月～９月
自治体アンケート調査

・委託状況・予定の確認
・広域化・共同化に向けた期待・課題の確認
・補足ヒアリング

11月21日
第２回勉強会

・自治体アンケート・ヒアリング結果報告
・広域化・共同化有望項目絞り込み（短・中期）
・検討・推進に向けた有効な情報の整理

11月中旬～２月
追加調査実施

・共同化方法検討（共同発注方式の検討）
・市場調査（既存受託事業者へのアンケート調査）
・共同化に伴う効果、推進に向けた課題の整理

３月８日（金）
第３回勉強会

・市場調査結果
・広域化・共同化有望案件の次年度以降実施計画
・広域化・共同化推進に向けたロードマップ案

２．事業概要

次年度以降、広域化・共同化有望案件を検討する協議
会（下水道法）の結成を目指す。ロードマップに沿って中
長期的な広域化・共同化を推進する。

自治体の業務委託状況や期待、課題を把握し、具体的な広域化・共同
化有望案件を抽出し、当該案件受託業者の広域化・共同化の意向を把
握し、広域化・共同化の具体的な方策を検討した。

３．取組成果
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図 県北ブロックの位置
（赤塗部分）

図 広域化・共同化推進に向けたロードマップ


